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V

O

総
務
常
任
委
員
会

山
村
多
喜
夫

上
げ
ま
す
。

勝

浦

町

長

和
解
の
仲
介
に
関
す
る
こ
と

新
し
い
農
業
委
員
会

O

平
素
は
町
行
政
に
議
会
活
動
に
格

別
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

酷
暑
の
折
、
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

常
任
委
員
会
の
改
選

六
月
定
例
議
会
で
、
各
常
任
委
員

会
委
員
の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O

。
委
員
長
、 

副
委
員
長 

。

山

本

美

芳

細

川

究

山

下

登

詩

西

浜

勝

己

平

阿

武

O

即

役
助

役11 " 

! 小 坂 沌 平岡山山押岡山河福納i宮折井西中�  山 富桜

委
員
決
ま
る

勝
浦
町
議
会

議

長
副
議
長

議

員

夫己美1¥武夫務芳雄治夫ツ男究明良一夫雄
美雄夫 一治日月

000  0 が次燦

B
E
E

勝生勝 選決の業七

S
E
S

〉

ノ

、

当

段
地
等
の
権
利
移
動
に
関
す
る
こ

良
地
等
の
交
換
分
ム
ロ
の
あ

っ
せ
ん

農
地
な
ど
の
賃
貸
出
に
関
す
る
こ

O

昭和56年 8月分から 組掛ん棚ん今中 生 坂 中 星 坂 棚 与 石 横 山 二 改期

引き上げられます 合委委 川 十選満
推 谷員野 員 山 山 名本角谷本野内原瀬西 人が了
せ� --------------------------------- の 行 に
ん 委わ伴
委 員れう

O

O

員
古

田

源

一

(

中

山
) 

O
勝
浦
町
議
会
推
せ
ん
委
員

JI 

尾

花

次

郎

(

生

名

)

谷

脇

閣

一
(
黒

岩
)

中

西

修 

(
久

図 

)

吉

野

忠

(

横

瀬

)

勝

本

体

男

(坂

本
)

農
業
委
員
会
は
こ
ん
な

そ
の
他
農
地
法
に
関
連
す
る
こ
と

農
用
地
利
用
増
進
法
に
基
づ
く

業
務

燥
用
地
利
用
地
進
法
の
実
地
方
針

に
対
す
る
立
見
等
の
こ
と

燥
用
地
利
用
地
進
計
画
の
決
定
に

関
す
る
こ
と

利
用
機
設
定
等
促
進
事
業
の
推
進

に
関
す
る
こ
と

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
業
務

そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
く
業
務

農
地
取
得
資
金
、
自
作
曲民
資
金
等

に
つ
い
て
の
業
務

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
業
務 

O OO O

11 

業
務
を
し
て
い
ま
す

O

股
業
委
員
会
は
、
市
町
村
の
行
政

0
土
地
区
画
艶
理
法
に
よ
る
業
務 

機
関
と
し
て
脱
業
、

内
府
民
の
利
益
、

成
政
の
普
及
推
進
の
た
め
委
員
で
構

法
令
に
基
づ
か
な
い
任
意
業
務

成
し
、
次
の
よ
う
な
業
務
を
し
ま
す
。

股
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と 

O O O
民
事
調
停
規
則
に
よ
る
業
務 

農
地
法
に
基
づ
く
業
務 

0
良
地
等
の
利
用
関
係
に
閲
す
る
こ

" 


と 

11 

シ」農
地

の
転
用
に
関
す
る
こ
と

小
作
地
の
所
有
制
限
等
に
関
す
る

!I 

O O

そ
の
他
州
民
地
事
情
の
改
善
に
関
す

11 

こ
と 

る
こ
舟
」

こ
の
ほ
か
、
州
民
地
、
脱
政
に
関
す

る
こ
と
は
、
お
近
く
の
州
版
業
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
厚
生
常
任
委
員
会

O

。
抑

菜

義

雄 

宮
本

福

中

一

男

岡

本

岡

重

夫

滝

口

産
業
建
設
常
任
委
員
会

ル」

V

手

当
養

手
扶

養
童

扶
児

童
別

児
特

、

O

。
折
部
健
一
郎 

井
出

河

野

チ

ヅ

坂

口

小

関

武

夫

中

西

O児童2人� 36，200円

〈従来34.300円〉

〈特別児童扶養手当〉� 

o 1級� 36，000円

〈従来33.800同〕� 

02級� 24，000円

(従来22.500円〉

勢
 
'
E
'
E
1
6

〆

《 

11 11 " 
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農農農 よまり会七
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""" 


日青貞幸 良 富 政

¥J  

¥ー 

児童扶養手当.特別児童

扶麓手当ガ昭和56年8月分

からそれぞれ次のとおり引

きょげられます。

〈児童扶養手当〉� 

O児童介 入� 31 .200円

(従来29，300同〉� 
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』グー
このマー ク

lま，社会への ゐ
フ
年
は
国
際
障
害
者
年


(、
 
ヌう込 コJ

〓 ・ー-~門，J li ) 、'J 
37fi U』r d 
マにした，国 、~VLグ
際障害者年の 一ー/¥一ー 正しい理解と連帯感て
シンボルマークで，フランスの国際障害者年

国内委員会よリ提案されたデザインをもとに
よりよい社会をつくろう f

して，国連によって決められたものです。平

国
際
障
害
者
年
と
は
、
昭
和 
4
十

一
年
の
第
三
十
一

回
国
連
総
会
で
決

議
し
た
も
の
で
、
障
害
を
持
つ
人
の

社
会
へ
の

「
完
全
参
加
と
平
等
」
を

テ
!
?
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
と
は
、
障
害
者
が
社
会
生
前

に
参
加
し
、
社
会
の
発
展
に
バ
献
し

て
い
く
こ
と
。

平
等
と
は
、
健
全
な
人
と
同
じ
少

活
を
送
り
、
社
会

・
経
済
の
発
展
に

よ
る
利
益
を
平
等
に
平
交
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

現
夜
、
わ
が
国
で
は
約
三 

万
人
以
上
の
人
び
と
が
心
'
身
に
障
害

を
も
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
を
大
き
く
分
け
る
と
、
身
体

等な立場で相主;の連併と支持を普い，手を結

ぶ 2人の人聞を象徴していますの

障
害
者
約
二
自
十
万
人
、

精
神
障
答
者
約
副
万
人
、

精
神
薄
弱
者
約
四
十
万
人

で
す
。

こ
こ
で
い
う
障
害
者
と

は
、
病
気
や
事
故
な
と
の

た
め
に
身
体
的

・
粕
神
的

な
機
能
が
拐
な
わ
れ
、
自

分
自
'
井
で
は
、
通 
υ'
吊
の
個

人
生
活
や
社
会
生
活
を
完

全
に
ま
た
は
部
分
的
に
行

え
な
い
人
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
勝
浦
町
内
の
身
心

防
省
一
者
は
三
百
九
十
六
人

で
、
な
ん
ら
か
の
形
で
不

福
祉
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
の
五
日
引
は
、
八
月
三
一
日
か
ら
毎

週
刊

・
水
・
金
山
崎
日
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
屯
話
で
交
付
け

す
る
も
の
で
す
。

相
談
内
谷
は
、
出
祉
関
係
諸
制
度
、

泣
族
同
仮
説
法
、
川
市
人
恩
給
法
な
と

の
手
続
き
を
は
じ
め
、
悩
み
こ
と
の

相
談
・
相
談
ハ
の
川
和
介
る
と
を
行
い

ま
す
。

秘
密
事
項
は
ん
サ
り
ま
す
し
町
駅
名
て 

も
交
付
け
し
ま
す
。

こ
の
屯
話
の
お
問
い
ん
い
わ
せ

阿
波
勝
浦
二 
4
一一

内
線
卓
八
番

社
会
悩
祉
協
談
会
半
務
局
で
す
か

旬
、
公
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

車
い
す

い
リ
ま
せ
ん
か

下
肢
障
害
者
で
、
少
行
に
お
困
り

の
か
た
に
と
、
か
ね
て
か
ら
車
い
す

二
台
を
肘
怠
し
て
お
り
ま
す
。

必
要
な
か
た
は
今
す
ぐ
勝
浦
町
社

年
同
切
加
し
て
い
ま
す
。

隠
宅
口
者
問
題
は
、
障
害
を
も
っ
人

た
た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
わ
た

閉

し

た

ち

一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の

一ゴ百
回

問
題
と
し
て
理
解
し
、
制
広

い
社
会

し
情
的
な
連
情
意
織
の
中
で
正
し
い
理
解

と
月

市
は
と
渇
か
い

心
が
必
裟
で
す
。

動

い

国

際
防
窓
口
者
年
が
、
単
に
お
終
り


記
集


の
の
騒
ぎ
に
終
る
こ
と
な
く
、
仙
世
常
者
と


・
酔
酷
身
体
障
害
者
一
か

一
九
と
な

っ
て、

 

且m

会
制
祉
協
議
会
中
務
局
ま
で
お
巾
山
山

く
だ
さ
い
。

に
も
精
神
的
に
も
社
会
に
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
扱
助

す
る
こ
と
。

②
障
害
を
も
っ
人
が
、
社
会
生

活
に
笑
際
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
公
共
建
築
物
や
交
通
機
関

を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
。 

③

隊
害
を
も
っ
人
に
援
助

・
訓

害
防
か
で
住
み
よ
い

、
社
会
づ
く
り
を
自

陣
町

際
浦
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
勝

障
害
者
年
の
五
つ
の
目
的

凶
際
障
害
者
年
に
当
た
り
、
国
連

で
は
グ
完
全
参
加
と
平
等 

H
H

を
笑
現

総
-
医
療
措
訟
を
行
う
こ
と

に
よ

っ
て
、
適
切
な
仕
事
に
つ

き
、
社
会
生
活
に
十
分
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

}
」
ル
」

④
障
害
の
発
生
防
止
と
リ
ハ
ビ

リ
テ 
l

。

自
由
な
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
ο

近
年

.
4向
井
命
が
延
び
、
高
令

化
が
進
む 
d
J
d

か
で
、
脳
卒
中
な
と
の

後
巡
症
に
よ
る
障
害
者
や
交
泌
事
故
、

労
働
災
沓
な
ど
に
よ
る
陣
当
者
が
年

シ
ヨ
ン
(
機
能
訓
練 
)
の

た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

障
害
を
も
っ
人
の
経
済
活
動

な
ど
へ
の
参
加
促
進
に
つ
い
て

す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
五
つ
の
目
的

を
立
て
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
。

P
R

⑤

①
障
害
を
も
っ
人
が
、
身
体
的

社協で用意している寧いす

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
完全参加と平等正しい理解と連帯感でよりよい社会をつくろう今年は国際障害者年
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当

者
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激内

一
該

当

奮

午竺円� li 

白詩盈阿3只~君K玉

社
会
総
合
大
学

ぷ
十
習
日
の
お
知
ら
せ
。

墨
総
学
級

八

月

七

日

(

金

)

八
月
十
七
日 

(
月 
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分 

午
後

九
時
三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

習
字
学
級

八
月
四
日 

(
火
)

八
月
十
八
日 

(
火 
)

時
間

午
後
七
時 

午
後
九
時

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー
和
室

l

i

良
い
子
を
つ
く
る
家
庭
と
は


八
月
の

無
料
受
通
事
故
相
談

「
環
境
が
人
を
つ
く
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
家
庭
環
境
の
良
し
悪

し
は
、
子
供
の
教
育
上
重
大
な
彬
響

を
与
え
ま
す
。
従
っ
て
、
家
庭
教
育

の
基
盤
と
し
て
、
望
ま
し

い
家
庭
環

境
を
繋
え
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
次

の
よ
う
な
こ

と
が
考
、
え
ら
れ
ま
す
。

話
し
合
い
で
な
く
怠
る

親
子
の
断
絶

。

明
る
く
円
満
で
暖
か
い
笑
い
の

あ
る
家
庭
で
す

こ
の
よ
う
な
家
庭
で
あ
る
と
子
供

の
心
が
安
定
し
ま
す
が
、
親
子
間

・

夫
婦
問

・
兄
弟
間
で
け
ん
か
が
絶
え

な
い
家
庭
で
は
、
心
が
不
安
定
と
な

り
家
庭
か
ら
逃
げ
出
そ
う
と
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
良
い
家
庭
教
育
は
で
き
ま

せ
ん
。

。

話
し
合
い
の
あ
る
家
庭
で
す

家
族
が
互
い
に
心
の
底
を
開
い

て

話
し
合
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
人
と
人

と
の
心
が
結
ば
れ
親
子
の
断
絶
が
な

く
な
り、

欲
求
不
満
や
狐
独
感
が
る

く
、
家
庭
か
ら
は
み
出
す
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

。

両
親
が
健
在
で
あ
る
家
庭
で
す

両
親
の
だ
れ
か
が
病
気
で
あ
っ
た

り
、
片
方
が
欠
け
た
り
し
て
い
る
家

庭
で
は
、
緊
張
の
度
合
が
高
す
ぎ
て
、 

ー 

家

庭

教

育

シ

リ

ー

ズ 
③ 

の
び
の
び
し
た
子
供
が
育
ち
ま
せ
ん
。 

父
親
を
中
心
と
し
た
秩
序
の
あ

る
家
庭
で
す

母
親
が
父
親
を
尻
に
し
い
た
り
、

子
供
が
大
将
に
な
っ
た
り
す
る
家
庭

て
は
、
家
庭
の
秩
序
か
乱
れ
て
家
族

Oの
ま
と
ま
り
も
で
き
ず
、
親
の
権
威

も
な
く
な
り
ま
す
。

l

ロ
で
言
う
よ
り

手
本
を
示
す

。

大
人
た
ち
の
考
え
方
や
行
動
に

一
貫
性
の
あ
る
家
庭
で
す

肉
親
問
や
祖
父
母
と
両
親
の
聞
に

考
え
方
や
言
行
に
不
一
致
が
あ
っ
た

り
、
時
間
に
よ
っ
て
変
わ
る
よ
う
な

家
庭
で
は
、
子
供
は
ど
う
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
く
な
り
混
乱
し
ま
す
。

。

大
人
た
ち
が
真
剣
に
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
る
家
庭
で
す


「
子
供
は
視
の
い
う
と
お
り
に
は


な
ら
な
い
が
、
親
の
す
る
と
お
り
に


な
る
」
と
一
言
わ
れ
ま
す
。
口
で
言
う


よ
り
お
手
本
を
一示
す
こ
と
が
良
い
の


で
す
。


。

住
い
や
設
備
が
教
育
的
に
配
慮


さ
れ
て
い
る
家
庭
で
す


勉
強
部
屋
や
子
供
の
使
、
っ
道
具
や


お
も
ち
ゃ
が
、
教
育
的
に
与
え
ら
れ

て
い
る
か
と
う
か
と
い
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

。

く
つ
ろ
ぐ
こ
と
の
で
き
る
家
庭

で
す

学
校
で
の
生
活
や
職
場
で
の
生
活

は
緊
放
を
伴
う
も
の
で
、
そ
の
緊
張

を
解
き
ほ
ぐ
し
、
身
も
心
も
く
つ
ろ

げ
る
と
こ
ろ
が
家
庭
で
す
。
ソ
十
供
は
、

学
校
か
ら
帰
る
の
を
待
ち
か
ね
た
よ

う
に
や
れ
塾
た
、
ゃ
れ
宿
題
だ
と
資

め
ら
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

学

校
か
ら
帰

っ
た
子
供
に
は
、
す
べ
て

の
緊
張
か
ら
解
放
し
て
や
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

以
上
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
を
述
べ

ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
で
は

そ
れ
が
充
足
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
子
供
を
教
育
し
よ
う
と
す
る
前

に
親
の
な
す
べ
き
こ
と
て
、
こ
れ
が

家
庭
教
育
の
出
発
点
で
す
。 

県
庁
本
館

一
階

交
通
事
故
相
談
所

日
酬
明
日
と
休
日
を
除
き
、

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土

凶
日
は
午
前
九
時
か
ら
正

午
ま
で
。

毎
週
火
曜
日
の
午
後
は
、

弁
護
士
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

日 場

日寺 月斤

そ
の
他

た
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
所
で
の
健
康
相
談

小
松
島
保
健
所
で
は
、
次
の
よ
う

な
健
康
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。

現
佐
、
交
通
事
故
で
お
悩
み
の
か

8月定例人権・行政� 

l山配ごと合同相談

*日時 8月ア日間

午前� 10時~午後 3時� 

*場所 住民福祉センヲ

a1仰相泊!:i 塁1尽 中8R容匂l 55 

午第
字占q っ) 

集筒量
"¥話� 

午第

Ai長� 3 
2 γ陪 月躍� 

3奇

実

施

日

218 含Lオ世コ、ま� 
1 8 て言。
3 5
iPへは 君、

説� 

明

福
祉
年
金
証
書
の
回
収

次
の
日
山
住
で
福
祉
年
金
証
舎
を
回

収
い
た
し
ま
す
。
年
金
証
書
と
印
鑑

を
各
支
払
い
郵
便
局
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

l

l

J、、

¥ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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坂本地区

~、

高
校
野
球

/¥ 

区
民
み
ん
な
が

鮒
人
会
、
左
人
会
、
子
供
会
な
ど
各

園「
野
球
と
は
、
一
口
に
言
え
ば
、

十
八
人
が
九
人
ず
つ
に
分
か
れ
、
球

や
打
棒
を
使

っ
て

・:

」

こ
れ
は
、
哀
の
町
子
図
大
会
(
当
時

の
全
国
中
等
学
校
俊
勝
野
球
大
会 
)

の
第
一
回
大
会
か
聞
か
れ
た
大
正
四

年
に
、
新
聞
に
の
っ
た 
η

ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
早
わ
か
り
ク
の

一
節
で
す
。

今
年
は
第
六
十
三
回
大
会
。
今
や

支
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
お
な
じ

み
に
な
リ
ま
し
た
が
、
そ
の
問
、
さ

ま
さ
ま
な
、
」
と
が
あ
り
ま
し
た
。

大
正
七
年
に
は
、
開
始
寸
前
に
な

っ
て
米
騒
動
で
中
止
。
大
正
十
三
年、

現
在
の
甲
子
園
球
場
が
完
成
、
第
十

回
大
会
を
開
催
。
昭
和
十
六
年
か
ら

五
年
間
は
戦
争
の
た
め
に
中
断
。
昭

和
二
十

一
年
、
西
宮
球
場
で
再
開
さ

れ
た
時
に
は
、
食
う
や
食
わ
ず
の
世

の
中
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
万
人
も
の
観
衆
を
集
め
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
政
府
の
あ
る
高
官
の

「
日
本
人
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
笑

う
姿
を
は
じ
め
て
み
た
」
と
い
う
談

話
が
新
聞
に
の
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
八
年
に
は
、
初
め
て
テ

レ
ビ
で
中
継
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
以

後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
と
歩
調
酬
を
あ
わ

同:事選手巻善柔和
凍
室
口
に
よ
り
、
み
か

ん
に
大
き
な
被
害
を

受
け
、
み
ん
な
心
が

沈
み
が
ち
で
す
。

幸
い
町
か
ら
「
ふ

る
さ
と
を
考
え
る
日
」

の
モ
デ
ル
地
区
の
指

定
を
受
け
、
全
区
民

あ
げ
て
取
り
組
ん
で

板
本
地
区
は
大

い
ま
す
。

葬
祭
用
祭
壇
が

人
も
子
供
も
区
民
み

ん
な
が
す
す
ん
で
あ

4
7
月

μ
白
仁
行
わ
れ
疋

妓
本
地
区
の
芸
能
大
会

t

H

昭
和
三
十
六
年
以
来
、
低
額
で
広

町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た

だ
い
た
祭
壇
も
、
年
と
と
も
に
古
び

て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
た
び

写
真
の
祭
国
を
新
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
使
用
料
の
見
直
し
を

し
、
左
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た
。

〈使
用
料
〉

新

調

介

=

一

万

円

従
来
三
万
円
の
も
の
二
万
円

従
来
二
万
円
の
も
の
一
万
円

こ
の
使
用
料
は
、
祭
壇
の
償
却
費

と
維
持
管
理
由 

等
に
充
て
、
格
安
の

値
段
で
ご
奉
仕
す
る
も
の
で
、
ご
不

す
す
ん
て
あ
い
さ
つ
を

私
た
ち
坂
本
地
区

は
、
去
る
二
月
末
の

い
さ
つ
を
し
よ
う
と
の
合
言
楽
の
も

と
に
、
地
械
の
連
帯
を
深
め
、
み
ん

な
の
カ
に
よ
っ
て
地
域
を
よ
く
し
て

い
こ
う
と
頑
償
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
力

を
注
ぎ
、
地
区
ぐ
る
み
て
非
行
防
止

に
取
り
組
み
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
七
月
二
十

四
日
、
坂
本
小
学
校
体
育
館
で
区
主

催
の
芸
能
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
背

年
会
の
劇
「
象
物
語
り
」
を
中
心
に

州
団
体
か
、
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
欧
や
踊
り

が
故
以
さ
れ
、
町
か
ら
は
、
以
木
町

長
、
古
同
教
山
川
長
の
出
席
を
い
た
だ

い
て
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
会
坊
に
花
を

添
え
て
い
た
だ
き
、
成
大
な
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
行
事
計
画
と
し
て
、

区
や

「
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
日
」
の

推
進
委
員
さ
ん
ら
と
共
に
巡
動
会
、

そ
し
て
、
秋
に
は
子
供
の
作
品
展
、

一
月
に
は
初
詣
、
鋭
開
き
、
二
月
に

は
み
か
ん
の
発
祥
の
地
と
し
て
、
誇

り
と
自
信
を
取
り
も
ど
す
た
め
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
み
か
ん
祭
り

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

缶、eu

せ
る
よ
う
に
高
校
野
球
の
人
気
は
高

ま
り
、
甲
子
国
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
二
週
間
と
い
う
も
の
、
な
ん

と
な
く
そ
わ
そ
わ
し
て
落
ち
つ
か
ず
、

ト
気
が
つ
い
た
ら
テ
レ
ビ
の 
別
に
い
た

ー
ー
な
ど
と
い
う
話
も
少
な
か
ら
ず

耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
が
決
勝
戦
と
も
な
る
と
、
日

本
列
島
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
ま

す
が
、
こ
の
目
、
も
う
一
つ 
η

最
高

潮 

に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
電

力
の
使
用
量
で
す
。

炎
天
下
、
プ
レ 

・
ボ 

ル
の
声

と
と
も
に
、
ク
ー
ラ
ー
の
使
用
と
テ

レ
ビ
観
戦
が
重
な
っ
て
、
日
本
列
島

の
電
力
使
用
量
は
グ
ン
グ
ン
上
昇
。

例
年
、
二
時
か
ら
三
時
に
か
け
て
ピ

ー
ク
と
な
り
、
わ
が
国
の
発
電
所
は

パ
ン
ク
寸
前
。
の
状
態
に
追
い
込

ま
れ
ま
す
。
二
十
八
度
|
|
夏
の
冷

房
温
度
を
守
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
全
国
か
ら
予


選
を
勝
ち
抜
い
た
地
区
代
表
四
十
九


校
が
、
八
月
八
日
か
ら
二
週
間
に
わ


た
っ
て
甲
子
闘
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ


ま
す
。


大
会
が
幕
を
閉
じ
る
と
、
も
う
す


ぐ
秋
で
す
。
 

非
行
防
止
の
た
め
に
も

は
厳
重
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

l

H
H

l

J

l
.d;. 

新
調
さ
れ
ま
し
た

な
お
、
お
申
し
込
み
の
と
き
は
勝

浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。 

車
の
キ 

このほど新調された祭壇

幸
の
と
き
に
お
役
立
て
い
た
し
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
坂本地区区民みんながすすんであいさつを

MUS04
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歳時記高校野球



(6)第� 134号つ ら'コ fJ込昭和� 56年� 8月� 1日

J

ト
み
よ
�
 

み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う


A B A

「
何
が
で
き
た
ん
で
?
」

「
男
の
子
で
よ
己

「
そ
れ
は
よ
か
っ
た
な
あ
己
�
 

部
落
差
別
と
、

わ
た
し
た
ち
の
身

の
周
り
の
差
別
は
、

人
が
人
を
差
別
す

る
と
い
う
点
で
は

共
通
す
る
も
の
で

す
が
、
差
別
の
内

容
に
な
る
と
か
な

り
異
な

っ
た
も
の

で
す
。
身
の
周
り

に
あ
る
差
別
か
土

台
と
な
っ
て
厳
し

い
部
落
差
別
が
残

存
し
て
い
る
の
で
、

年
齢
や
発
達
段
階

に
応
じ
て
、
差
別

や
差
別
に
つ
な
が

る
事
象
を
除
い
て

い
か
な
け
れ
ば
、

部
落
差
別
解
消

へ

は
発
達
し
な
い
の

条
に
よ
る
差
別
・
個
人
の
能
力
に
よ

る
差
別
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
身
の
周
り
の
差
別
が
土

台
と
な
っ
て
部
落
の
解
放
を
妨
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
お
い
て
、

何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
差
別
を

な
く
し
て
い
か
な
い
限
り
、
わ
た
し

た
ち
の
幸
福
な
生
活
は
望
め
ま
せ
ん
。

「
あ
か
な
ん
だ
で
わ
、
お
な
ご
じ

ゃ
己

こ
の
会
話
が
証
明
す
る
よ
う
に
、

男
尊
女
卑
の
考
え
方
は
恨
強
い
も
の

で
す
。
誕
生
の
日
か
ら
女
性
差
別
が

始
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

社
会
で
は
男
女
と
も
そ
れ
ぞ
れ
た

い
せ
つ
な
役
割
を
持
ち
家
庭
も
社
会

も
両
性
の
支
え
に
よ

っ
て
同
滑
に
蛍

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
を
生
か
し
て
社
会
に
役
立

っ
て
い
る
の
で
す
。
男
女
が
同
等
の

権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、

人
権
は
平
等
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の

貧
富
に
よ
る
差
別

日
本
の
社
会
で
は
、
金
持
ち
が
威


張
る
。
そ
し
て
貧
し
い
者
を
貧
乏
人


呼
ば
わ
り
を
し
て
差
別
す
る
。
家
を


建
て
て
も
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
必


要
以
上
に
大
き
い
も
の
を
建
て
る
。


テ
レ
ビ
を
貿
っ
て
も
隣
の
よ
り
大
き


い
も
の
を
買
う
。
自
動
車
を
賞
、
つ
に


し
て
も
必
要
以
上
に
大
き
い
も
の
を


賞
、っ
。
屯
公
代
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど


が
多
く
か
か
り
生
活
を
圧
迫
す
る
。


し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
、
貧


乏
人
と
思
わ
れ
た
く
る
い
意
地
が
先


に
た

っ
て
、
生
活
し
て
い
る
人
た
ち


が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


貧
直
に
よ

っ
て
人
を
差
別
す
る
こ

cEaと
を
な
く
し
、
住
み
よ
い
社
会
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
家
柄
に
よ
る
差
別
、
身

体
や
答
姿
に
よ
る
差
別
、
宗
教
や
信

川

服
装
な
ど
外
見
に
よ
る
差
別

一稲
沢
諭
吉
が
、
り

っ
ぱ
な
服
装
を

し
て
道
を
尋
ね
る
と
、
尋
ね
ら
れ
た

百
姓
は
、
「
へ
い
へ
い
己
と
て
い
ね
い

に
道
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
み
す

ぼ
ら
し
い
服
装
で
道
を
尋
ね
た
時
は
、

「
な
ん
だ
、
こ
い
つ
己
と
横
柄
な
態

度
で
、
ろ
く
ろ
く
道
も
教
え
て
く
れ

勝
浦
会
館
八
月
行
事

な
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

百
年
後
の
今
も
こ
の
よ
う
な
考
え
が

残
っ
て
い
ま
す
。

服
装
等
の
外
見
な
ど
で
、
人
間
を

F

評
価
す
る
差
別
的
な
見
方
や
習
慣
が

今
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

内，‘

職
業
に
よ
る
差
別

バ
キ
ュ

ー
ム
カ
ー
が
汲
み
取

っ
た

後
、
ま
だ
に
お
い
が
残

っ
て
い
る
と

こ
ろ
へ
小
学
校
二
年
生
の
子
が
帰
っ

て
釆
ま
し
た
。

「
お
母
ち
ゃ
ん
�
 
便
所
く
さ
い
な

あ
己「

、
ぇ
、
ぇ
、
今
川
叫
所
を
汲
ん
で
帰
っ
た

と
こ
ろ
じ
ゃ
け
ん
な
。
め
ん
た
む
し

っ
か
り
勉
強
せ
ん
と
、
大
き
く
な

っ

て
あ
ん
な
仕
事
を
せ
ん
な
ら
ん
で
よ
己

こ
の
会
話
は
、
人
の
仕
卓
を
さ
げ

す
み
、
わ
が
子
の
学
習
意
欲
を
高
め

よ
う
と
す
る
問
迷

っ
た
例
で
す
。
す

べ
て
の
職
業
は
社
会
に
と

っ
て
必
要

で
あ
り
、
汗
を
流
し
て
働
く
姿
こ
そ

尊
い
と
い
う
正
し
い
労
働
観
、
職
業

銀
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�
 

間

学
歴
に
よ
る
差
別

あ
の
人
は
�
 
大
学
を
卒
業
し
た

ん
だ

っ
て
/
偉
い
人
だ
/
と
学
歴
に

よ
っ
て
、
ま
た
そ
の
学
校
に
よ

っ
て

人
を
評
価
す
る
の
が
日
本
社
会
の
習

慣
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

学
歴
に
よ
る
差
別
が
日
本
社
会
の
進

学
競
争
を
激
烈
化
し
、
勉
強
が
し
た

い
、
し
た
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

世
の
親
は
子
供
を
大
学
ま
で
進
学
さ

せ
、
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
よ
い
生

活
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
願
う
わ
け

で
す
。

そ
こ
て
、
小
学
校
か
ら
塾
へ
通
わ

せ
、
中
学
校
に
な
る
と
隣
の
子
と
比

へ
て
夜
中
ま
で
勉
強
さ
せ
る
。

こ
れ

に
耐
、
え
ら
れ
な
い
者
は
反
朴
会
的
行

動
を
し
た
り
、
非
行
に
走
る
者
も
で

き
ま
す
。
ま
た
大
学
へ
入
学
し
て
も

勉
強
を
し
な
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
ひ

ず
み
も
見
ら
れ
ま
す
。
結
婚
の
時
も
、

あ
の
子
は
、
ど
こ
の
高
校
を
出
た
ん

O
O

だ
ろ
う
と
ま
ず
出
身
高
校
を
聞
き
、


そ
し
て
高
校
名
だ
け
で
そ
の
人
を
評


価
す
る
傾
向
が
根
強
く
残

っ
て
い
ま


す
。
こ

う
し
た
学
歴
に
よ
る
差
別
的
態


度
は
、
部
孫
差
別
に
通
じ
る
も
の
で


あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
る
け
れ
ば


な
り
ま
せ
ん
。


川

女
性
に
対
す
る
差
別


子
供
が
生
ま
れ
る
と
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
�
 

7 6 5 
日 日 日
掛附休)�  

8
日
出

ロ
日
村

凶
日
附

初
日
刷

出幻
日
刷
協
り
教
室

動掬噂零穆裏話

で
す
。

従

っ
て
、
ま
ず
身
の
周
り
に
ど
ん

な
差
別
が
あ
る
か
与
え
て
み
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
そ
の
差
別
的
な
も
の

の
考
、
ぇ
方
や
見
方
が
ど
の
よ
う
に
住

み
に
く
い
社
会
に
し
て
い
る
か
を
、

身
の
周
り
の
差
別
と
部
務
差
別
と
の

関
連
で
正
し
く
と
ら
え
、
社
会
か
ら

差
別
を
一
つ
ず
つ
除
い
て
い
く
努
力

を
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

附
H

生
花
教
室

踊
り
教
室
一

黒
岩
地
区
巡
回
保
健
相

談
(
午
前
十
時
か
ら
十

一
時
三
十
分
ま
で
)

老
人
等
保
健
福
祉
補
給

金
支
給
(
該
当
者
に
は
、

健
康
相
談
終
了
後
に
支

給
)

勝
浦
町
同
和
問
題
研
究

会手
芸
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室
一

手
芸
教
室
�
 (玉
ノ
木

・

五
十
回
公
会
堂
)

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
関
税

し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
民
税
教
室
は
先
生
が
都
合

で
こ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今
月
は
休

叫
酬
い
た
し
ま
す
。
�
 

以
下
、
具
体
的
に
考
え
て
，
マ
よ
レ

。

¥----

、、一'

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別みんなで考えてみよう
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(、


〆
税
務
署
だ
よ
り
〆

お
酒
に
か
か
る
税
金

税
金
に
は
、
所
得
税
や
相
続
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
主
税
金
と
し
て
、
お
酒
や
そ
の

他
の
品
物
に
か
か
る
間
接
税
が
あ
り

ま
す
。

間
接
税
は
、
品
物
の
価
格
の
な
か

に
税
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

故
終
的
に
は
、
品
物
を
買

っ
た
的
資

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈酒

税

〉

酒
税
は
、
清
酒
・
ビ 

ル
・
ウ
イ

l

ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類
に
か
か
る
税
金

で
す
。
こ
こ
で
い
う
酒
類
と
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
で
す
。

酒
税
は
、
酒
類
が
製
造
場
か
ら
出

荷
す
る
と
き
に
か
か
り
ま
す
。
税
率 

あ
な
た
の
体
力
は
初
代
?

町
民
体
力
テ
ス
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

勝
浦
体
協
陸
上
部
で
は
、
町
民
の 深〈屈伸するが決してはずみをつけ主:ぃ

第 

g
団

地

区

対

抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
6
月
日
日 
1
6
月
包
臼

男
子
の
部

優

勝

準
優
勝

女
子
の
部

優

勝

準
優
勝

星
谷
チ
ー
ム

生
名
チ
ー
ム

生
名
チ
ー
ム

棚
野
チ 
l
ム

地
区
対
抗
刊
才
以
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(6
月
同
日 
1
6
月
目
白

優

勝

準
優
勝

横
瀬
チ
ー
ム

星
谷
チ
ー
ム

健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
毎
年

行
っ
て
い
る
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。

今
回
は
、
前
固
ま
で
の
よ
う
な
記

録
を
と
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

個
人
の
運
動
能
力
の
テ
ス
ト
を
し
て

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の

で
す
。

体
力
は
自
信
が
あ
る
と
思

っ
て
い

た
の
に
年
令
よ
り 

ω歳
も
老
け
て
い

る
と
か
、
却
代
な
の
に
加
代
の
体
力

だ
っ
た
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

服
装
は
、
運
動
の
で
き
る
も
の
で

あ
れ
ば
け

つ
こ
う
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

八
月
二
十
五
日 

(
火
)

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

と

こ

ろ

勝

浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
と

体
育
館

(
集
合
は
グ
ラ
ン
ド
へ
) 

星中

-
'0'山国角野r頼本名

は
、
楢
の
秘
矧

・
級
別
・
ア
ル
コ
ー

ル
の
度
数
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
か
、
一
般
に
高
級
な
楢
矧

ほ
と
高
く
な

っ
て

い
ま
す
。

主
な
酒
類
の
小
レ
品
川
価
絡
に
含
ま
れ

る
酒
税
制
酬
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

滴� ~N 小売価絡� t凶 税 額 負f具平� 

m酒特級(18 e ) 

rrl 酒� l 級(18 e ) 

1" 

2.390 

1.660 

l" 

917 

441 

'038.4 

26.6 

消� 1酋� 2 級(J.8 e ) 1.220 169 13.9 

ピ ル(633me) 265 127 47.9 

ウイスキー特級(760me) 2、770 l、334 48.2 

ウイスキー� l級� ( 720me) 1.580 635 40.2 

ウイスキー� 2級(720me) 800 220 27.5 

優勝横瀬チーム

③ 

小
売
価
絡
は
、
代
表
的
広
商
口
∞
の

一
般
的
な
価
俗
で
す
。

四電だより

古風のシーズシです/

煙突・アンテナ ・看板などの取りつ

けがゆるんでいませんか。 もう一度調

べてみましょう。

電線にふれていると危険です。お近

くの四国電力までご連絡ください。� 

宙
局
ゆ
諸 
h
u
m
v

通
話
料
が
さ
ら
に
お
安
く

五
百 

H

8

月
5
日
か
ら 

J
を
超
え
て
(
東
京

・
川
崎
・

仙
台
な
ど
)
七
百
五
十 

域
は
約
十
四
打
、
七
百
五
十 

え
る
地
域 
(秋
田

・
申

約
十
七
し 
と 
Y
H

割
引
や
深
夜
料
金
も
新
し
い
盆
問
の

料
金
を
も
と
に
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

次
に
目
印
刷
・
祝
日
は
昼
間
も
約
四

割
引
き
に
な
り
ま
す
。

六
十 
J

を
超
え
る
地
域 

(
阿
波
池

田

・
田
辺
以
遠
)
へ
の
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
割
引
率
は
、

夜
間
割
引
き
と
同
じ
約
四
割
引
き
で

い
っ
そ
う
お
得
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

一飼い犬は必ず
不
用
犬
買
い
上
げ
日

つないで下さい一� 

8月� 5日(水)� C2/) 

8山水)ムと

f¥ 

H

ま
で
の
地

J

を
超

背
綴
な
ど
)
は
、

遠
距
離
通
話 

が
昼

間
も
安
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
間

n

H J
成犬 300円� 

小犬 100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
税務署だより電電だより

MUS04
テキストボックス
四電だより台風のシーズンです
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カ、

水

稲

J
J き

'v 

H

y

y
e

農


i

作


込
ん
で
い
る
の
を
凡
か
け
ま
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
農
薬
て

防
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
チ

防
と
し
て
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
り

病
気
が
媒
介
さ
れ
る
の
で
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
防
除
に
努
め
る
こ
と
と
、
樹

勢
を
強
く
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
病
気

が
7

ス
ク
(
か
く
さ
れ
る
)
さ
れ
ま
す

の
で
敷
草
を
行

い、

乾
燥
を
防
ぐ
と

共
に
、
適
切
な
瀧
水
、
肥
培
管
理
、

通
期
収
穫
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
菜
園

今
月
、
は
槌
で
き
る
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日目�  Icl: 種� 

8月上旬から� 

8月上旬汀ら� 

8月中旬ガら� 

8月中旬� 

8向上旬から� 

8月白旬ガら� 

{ムヒ 4這

9月上旬� 

9月中旬ガら� 

9月上旬J;ら

収� u量

12月ガう

11月下旬力ら

ii再申匂ガう

10月力ら

"月下 ::;;Jう

~ i月下旬だう

キザベツ� 

ハクサイ� 

レタス� 

にんじん� 

花やさい� 

パセリ

こ
れ
ら
の
も
の
が
作
付
け
で
き
ま

す
。
品
位
に
よ
り
収
機
時
期
が
呉
な

り
ま
す
の
で
、
自
分
の
収
機
し
た
い

時
期
と
比
較
し
、
口
川
�
 州
選
定
を
行

っ

て
く
だ
さ
い
。

M

病
害
虫
防
除

・
い
も
ち
病
・
ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ
イ

ニ
化
メ
イ
虫

出
松
前
に
カ
ス
ラ
ブ
ス
ミ
ナ
�
 ク

ま
た
は
、
キ
タ
ス
ミ
ナ
�
 ク
粉
剤
を

十
げ
当
た
り
凶
♂
散
布
し
て
く
だ
さ

間
断
濯
水

中
ぽ
し
後
は
、
稲
の
生
脊
を
健
全

に
す
る
た
め
、
間
断
極
水
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

本
年
は
、
全
般
に
ラ
ン
ナ
ー
の
発

生
か
少
な
く
、
苗
の
で
き
も
十
分
で

な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

移
柏
床
で
の
管
理
を
十
分
に
行
い
、

定
日
明
に
は
、
健
成
主
苗
を
は
他
え
付
け

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

苗
床
一
昨
日
瑚
は
、
乾
燥
さ
せ
る
い
ょ

っ
に
悦
水
に
努
め
、
ラ
ン
ナ
ー

・
内

楽

・
病
梨
は
�
 
十
め
に
除
去
し
、
中
緋
、

除
ぷ
を
行
い
、
爪
力
あ
る
怖
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除
は
、
定
期
的
な
子


防
散
布
に
努
め
、
苗
が
こ
み
合

っ
て


十
分
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
で
き
る


の
で
、
業
や
ラ
ン
ナ
ー
を
除
い
た
後


て
て
い
ね
い
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
 

ピ
ー
マ
ン

シ
シ
ト
ウ

本
年
は
、
モ
ザ
イ
ク
病
の
允
生
が

非
市
に
多
く
、
家
に
よ

っ
て
は
枯
れ

寒
害
の
被
害
樹
処
理

二
月
末
の
寒
害
以
来
、
す
で
に
五

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
も
な

お
後
遺
症
と
し
て
枯
校
の
発
生
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
の
州
枝
は
山
知
占
…
病

の
発
生
源
に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
め

に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
改
組
事
業
に
伴
な

っ
て、

落
築
果
樹
の
導
入
計
画
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
植
付
は
秋
冬
期
�
 (十
一

月
下
旬
�
 十
二
月
)
と
な
リ
ま
す
。

今
か
ら
計
画
的
に
値
栽
閣
の
準
備
を

進
め
て
く
だ
さ
い
。

み

か

ん

摘

果
今
年
は
全
国
的
な
笠
作
と
伝
え
ら


れ
て
い
ま
す
。
商
品
性
の
低

い
果
実


は
販
売
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
今
月


中
に
仕
上
げ
摘
果
を
行
い
、
秀
品
生


産
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。


病
害
虫
防
除

・
こ
く
て
ん
病

後
期
感
染
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

枯
枝
と
降
雨
は
発
生
に
大
き
く
彬
科

し
ま
す
。
上
旬
に
必
ず
ダ
イ
セ
ン
剤

の
散
布
を
し
て
く
だ
さ

い
。

-
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

防
除
は
発
生
初
期
に
行
う
の
が
原

則
で
す
。
殺
ダ
ニ
削
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
従

っ
て
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

ス

ダ

チ

収
穫
・
出
荷

無
加
温
の
ハ
ウ
ス
物
に
続
き
、
下

旬
か
ら
露
地
物
の
収
穫
時
期
と
な
り

ま
す
。
庭
先
選
別
を
行
っ
て
、
出
荷

基
準
に
唯
じ
、
大
玉
て
果
汁
の
あ
る

物
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

施

肥

今
期
の
追
肥
は
特
に
た
い
せ

つ
で

す
。
必
ず
地
用
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

(例
)

下

旬

に

十

ん
当
た
り
、
チ

ン
ソ
七

・
O
J
、
リ
ン
サ
ン
三

・
五

‘
、
カ
リ
五

・
O
J
、
柑
橘
二
号
で

約
四
十
、
。
程
度
と
な
り
ま
す
の

病
害
虫
防
除

・
へ
タ
ム
シ

上
旬
に

パ
ダ
�
 水
溶
剤
.
ま
た
は

サ
リ
チ
オ
ン
乳
剤
千
悩
拙
慨
を
欣
命
し

て
く
だ
さ
い
。
�
 

-
炭
そ
病
・
う
ど
ん
こ
病

上
旬
に
ト
ン
プ
ジ
ン
M
水
利
剤
千

瓦
百
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
記
両
者
の
泌
浴
散
布
も

可
能
で
す
。

-
カ
メ
ム
シ

来
実
に
被
告
泌
を
発
見
し
た
場
合

は
、
早
め
に
ス
ミ
チ
オ

ン
乳
剤
�
 陥
F

液
を
二
1
三
凶
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
ム
ン
は
凶
内
維
竿
の
中
で
生
息

す
る
の
で
同
時
に
散
街
し
て
く
だ
さ

ν
ー
�
 

穂
肥
と
実
肥

山
知
前
、
卜
ム
i
十
八
�
 
U
と
出
位

向
後
の

二
凶
に
�
 
N
K
化
成
肥
料
を
そ

れ
ぞ
れ
�
 
J
J
当
た
り
」
0

u・
制
度
地
肥

し
て
く
だ
さ
い

，
日
付
に
稲
の
生
山
口
状

況
を
�
 
aH

M
L

く
�
 て
加
減
し
て
く
だ
さ
い
《

、ー，

¥J  

MUS04
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込
ん
で
い
る
と
き
は

し
ば
ら
く
待
っ
て
か
ら

e

e

ρ
.

3

Z

A

i

Am
)
t
A

h
qr

r
J

L

T

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
た
と

一

な
い
機
会
で
す
。
夏
休
み
を
有
意
�
 

…

義
に
、
そ
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

幹

〉

三

。
一

'

}

ス
ム
二ベ� 
グ
作

…
つ
!
?
訴
一U

S
J
'

一

一

づ

£

包

ぷ

ゲ

ゃ


-

一

ご

~

タ

/

ぜ

，


一

こ

、
仁
三
旬
つ
づ一
�
 d
り一「一貫


一
-
何
恥
寸
�
 
一一
�
 

τ

4

ゃ
い¥

 t
正・

八
月
は
、
台
風
の
ン
|
ズ
ン
で
す

が
、
台
風
に
限
ら
ず
、
災
害
が
発
生

し
て
電
話
の
通
話
が
込
ん
で
く
る
と
、

気
象
や
消
防
関
係
と
い
っ
た
防
災
関

係
機
関
な
ど
の
重
要
な
電
話
連
絡
を

確
保
す
る
た
め
、
一
般
の
通
話
が
制

限
さ
れ
ま
す
(
た
だ
し
、
背
色

・
黄

色
の
公
衆
電
話
か
ら
は
逸
話
で
き
ま

す
。)そ

の
た
め
、
離
れ
た
家
族
や
知
人

へ
安
否
を
知
ら
せ
た
り
聞
い
た
り
す

る
か
急
ぎ
の
電
話
。
が
、
な
か
な
か

通
じ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
た
と
、
え
ば
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
に
道
路
が
車
に

よ
っ
て
渋
滞
す
る
の
と
同
じ
こ
と
で
、

電
話
の
場
合
も
、
交
換
機
や
電
話
回

線
に
そ
の
処
理
能
力
を
超
え
る
大
量

の
通
話
が
一
時
に
殺
到
す
る
と
、
か

か
り
に
く
く
な
る
の
で
す
。

災
害
時
に
電
話
を
か
け
る
と
き
は
、

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
、
電
話
を

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

マ
電
話
が
込
ん
で
い
る
と
き
は

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
か
け
る

「
た
だ
今
、
電
話
は
た
い
へ
ん
込

み
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
た

っ
て
か
ら
お
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
�
 -

と
い
う
よ
う
な
ト
ー
キ
ー
が
流
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
ダ
イ

ヤ
ル
し
て
も
電
話
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

了

間
で
は
味
わ
え
な
い
、
武
重
な
体
成
長
に
と

っ
て

あ

ま

り

に

も

惜

し

よ

う

。

‘
 


こ
れ
は
、
電
話
の
交
換
機
や
回
線

が
通
話
の
集
中
に
よ
っ
て
、
容
量
い

っ
ぱ

い
に
使
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
度
も
ダ
イ

ヤ
ル
を
す
る
と
、
ま
す
ま
す
混
雑
に

輪
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ト
ー
キ
ー
の
案
内
に

従
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
こ
と
が
、
結
局
は

一
番
早
い

d

電
話
の
利
用
法
と
い
、
え
ま
す
。

/
t
z
c
t

.
B
U
R
M

a
F
L
'-E
戸
、
，

''d
，
，
�
 

…
，市
�
 

司
、

ι司て・・・・・� 
4目

一一

夏
休
み
は
、

子
供
に

一

学
校
を
中
心
と
し
た
ふ
だ
ん
の
生

-、 

子
供
の
方
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
と
か
、
植
物
な
ど
の
観
察
記
録

作
ど
こ
か
へ
連
れ
て
い
っ
て
よ
。
こ
と
め
る
、
土
地
の
お
年
寄
り
に
郷
土

う
し
た
や
り
と
り
で
、
な
ん
と
な
く
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
き
く
、
体
力

夏
休
み
が
終
わ

っ
て
し
ま
う
と
い
う
っ
く
り
を
心
が
け
る

l
i
z

E

a
E
Eal
l
-
-

j

に
よ

っ
て
情
操
を
豊
か
に
し
て
い

一
�
 

...a圃
-av

く
|
|
こ
う
し
た
試
み
が
実
践
で

一
�
 

n

・
ヨ
圃
凶
園
周
・
�
 

圃
町
圃

E
畠冒司司
�
 

き
る
の
も
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の

一

目

標

を

立

て

、

自

主

的

な

活

動

を

こ

れ

紅

白

恥

い

立

て

、

自

�

 …
�
 

い
貨
重
な
�
 時
間
々
と
い
え
ま
す
。

宿
題
な
ど
期
間
中
に
定
め
ら
れ
子

主
的
に
や
り
ぬ
い
て
い
く
過
程
で
、

一

供
の
成
長
に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

一

っ
て

い
く
と
恩
わ
れ
ま
す
。

一

一

一

陰

園

田

一

�

 …

j
--q e

 

H

遊

ん

で

ば

す

い

て

/

宿

題

意

を

こ

な

す

こ

と

ま

も

ち

ろ

ん

で

強

い

意

思

す

し

の

ご

と

を

見

一

っ
た

す
が
、
一
方
で
は
、
?
を
覚
え
る
る
確
か
な

H

目
。
言
わ
れ
、
子

…

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
母
さ
ん
は
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
い
わ
ゆ
る
�
 遊
び
。
を
通
し
て
の

一
�
 

留
や
運
動
も
夏
休
み
の
目
標

e一
�
 

休
み
の
生
活
プ
ラ
ン
を
き
ち
ん
と
立

夏
休
み
な
ら
で
は
の
生
活
パ
タ
に
組
み
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

一

て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ン

、
自
標
を
し

っ
か

り

立

て

、

子

供

こ

う

し

た

封

外

学

戸

を

通

一

そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
な
ん
と
な
の
成
長
の
総
と
な
る
よ
う
な
充
実
し
し
て
地
域
社
会
に
と
け
こ
み
、
白

一

く
過
ご
し
て
し
ま
う
に
は
、
子
供
の
た
毎
日
を
送
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
然
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
こ
と

一

h

か
じ
め
述
絡
ル
�
 ト
を
決
め
て
お
き
�
 

女
子
二
百
れ
一

位

却

秒

3

ょ、ヲ
。

女
子
百
幻

二

位

日

秒

8

お
子
さ
ん
と
よ
く
話
し
合
っ
て
、
夏
す
ね
。

学

+
a
l
v

l

七
月
十
九
日
、
第
二
十
七
回
全
日

*
高
木
雅
子

女
子
八
百
幻

マ
災
害
時
の
電
話
は
簡
潔
に

四
国
中
学
総
体
に
出
場

長
時
間
)

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
災
害

復
旧
や
救
援
の
た
め
の
公
共
機
関
に

よ
る
非
常
・
緊
急
電
話
が
最
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
災
害
直
後
の
儀
礼
的

な
お
見
舞
い
の
電
話
な
ど
は
、
で
き

二
位
�
 

る
だ
け
簡
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
分
幻
秒

8

マ
あ
ら
か
じ
め
災
害
時
の
連
絡

ル
ー
ト
を
決
め
て
お
く

た
と
え
ば
、
東
京
で
災
宣間
に
あ

っ

た
と
き
は
ま
ず
大
阪
の
兄
弟
へ
、
大

阪
の
兄
弟
は
九
州
の
笑
家

へ
な
ど
と

い
う
よ
う
に
、
被
災
地
の
人
が
他
の

地
域
へ
電
話
を
す
る
場
合
、
一
回
で

多
く
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

四国大会|こ出場する
待子千春さん(を〉と高木雅子さん(右〉

本
中
学
通
信
陸
上
徳
島
大
会
が
、
鳴

門
陸
上
競
技
場
に
県
下
四
十
九
校
か

ら
約
九
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

炎
天
下
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
勝
浦
中
の
神
子
千

春
さ
ん
(
女
子
百

・
二
百
�
 μ)、
高
木

雅
子
さ
ん

(
女
子
八
百
れ
)
の
二
人
が

一
位
、
二
位
と
な
り
、
高
松
市
で
開

か
れ
る
四
国
中
学
総
体
(八
月
九
日
�
 
)

に
出
場
し
ま
す
。
�
 

*
神

子

千

春

F¥ 
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善

意
あ
り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

土
口
岡
秀
機
さ
ん 

(中

角 

)

岩

佐

郁

次

さ

ん 

(
石

原 

)

谷

ト

マ

ル

さ

ん 

(
山
西
掛 
)

鈴

木

功

さ

ん 

(棚

野 

)

以
上
の
か
た
か
ら
、
向
善
意
銀
行

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

乳
児
健
康
診
査

の
保
持
増
進
に
役
立
た
せ
る
た
め
、

次
に
よ
り
検
診
を
行
い
ま
す
。
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

八
片
二
十
八
日 
(金 
)

午
後

一
時
三
十
分 
1
二
時

三
十
分
受
付

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
児

原
因
は
筋
肉
の
硬
直
に
よ
る

血
行
不
良

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
一

日 
j
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
生
れ
た
子

内

容 

身
長
、
休
量
、
歯
科
、
内

O

と

き

料
、
指
導

八
月
二
十

一
日 
(金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時

一
歳
六
か
月
児
の
育
児
に

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
二
月

一
日 

o

と
ニ
ろ

対
象
児 

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
上
映

母
子
手
帳
と
問
診
察
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

結
核
間
接
撮
影
の
結
果

六
月
に
実
地
し
ま
し
た
検
診
の
結

※

お
誕
生
お
め
で
と
う

l
六
月
三
十
日
ま
で
に
生

井
上
正
夫

Jl
同

罰
則
作
人 

4"
川 

凶
附
仲
仙
匂

ザ
求 
nuT

板
東
正
明

山
石
橋
常
時
時

谷
内
敏
文

木
原
克
己

大
高
誠
治

丸
山
敬
章

寺
谷
壮
一
郎

長
田
圭
司

高
凹
雅
隆

松
村
雅
男

品
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

岩

佐

ト

ミ 

(
花
歳 
)

防
地
ヒ
サ
エ 

(
的
歳 
)

鈴
木
良
太
郎 

(
剖
歳 
)

中
川
千
太
郎 

(
打
歳 
)

※ 

れ
た
子

母
子
手
艇
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

幼
児
の
心
身
発
達
の
異
常
早
期
発

見
と
む
し
幽
の
予
防
、
生
活
習
慣
の

自
立
、
栄
養
指
導
も
ど
幼
児
の
健
康

こ
む
ら
が
え
り

ほ

・
山

の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

水
泳
中
や
登
山

の
弘
行
軍
の
さ
中

な
ど
に
、
足
が
つ

っ
て
、
こ
む
ら
が

え
り
を
起
こ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。ふ

だ
ん
使
わ
な
い
筋
肉
が
、
運
動

な
ど
で
急
に
使
わ
れ
る
と
、
そ
の
筋

肉
の
働
き
に
ム
リ
が
生
じ
、
こ
む
ら

が
え
り
を
起
-
」
す
の
で
す
。

「
こ
む
ら
」
は
「
緋
」
と
書
き
、
す

ね
の
後
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
と
で
、

こ
こ
の
筋
肉
が
突
然
け
い
れ
ん
を
起

こ
す
こ
と
を
「
こ
む
ら
か
え
り
」
と

い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
局
所
的
な
激
痛
を

伴
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
筋
肉
が
硬
直

側
に
あ
る
公
孫
(
こ
う
そ
ん 
)と
い
う


し
、
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
血
液
の
流

土
踏
ま
ず
の
先
端
の
と
こ


れ
か
急
激
に
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ

る
も
の
で
す
。

ろ 

と
、
足
の
裂
の
中
心
占
、
を
指

と
こ
ろ
で
、
過
激
な
運
動
や
労
働


な
ど
で
、
全
身
的
に
筋
肉
が
硬
直
し

l
ノ


て
し
ま

っ
た
よ
う
る
と
き
は
、
塩
水


を
飲
ん
だ
り
、
医
師
に
リ
ン
ゲ
ル
や

足 

肌


フ
卜
ウ
精
の
伍
射
を
し
て
も
ら

う
た


り
し
ま
す
が
、
こ
む
ら
が
、
え
り
の
治


療
に
も
嵐
分
の
補
給
が
よ
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

l
l l

l

さ
て
、
突
然
こ
む
ら
が
、
え
り
が
起

こ
っ
た
と
き
の
応
急
処
置
で
す
が
、

果
、
受
診
者
九
百
四
十
六
人
の
う
ち
、

百
二
人
の
か
だ
が
粕
密
検
盗
を
要
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
に
は
通
知
し
ま
し
た
が
、
異
常

の
な
か

っ
た
か
た
に
は
通
知
し
ま
せ

ん
か
ら
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

水
泳
中
な
ど
の
場
合
は
直
ち
に
水
か

ら
上
が

っ
て
体
を
休
め
、
次
の
よ
う

な
手
順
で
、
筋
肉
を
も
み
ほ
ぐ
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
最
初
は
、
足
の
裏
側
の
親
指

ツ
ボ 

8月②日 勝 滴 病 院� 

4日 上勝 診療所�  

6日 湾� j受 医� R完� 

8白 勝 潤 病 院� 

10日 主ヨ 院赤� ω 医

12日 勝 浦 病 院� 

14日 上勝彦療所

山 西 匡 院� 

18日

⑬日

勝 浦 病 院
一一

20日
一

「壬勝第�  2 ð~ 療所 
浅 医 院22日


24日


「嘉� 
勝 浦 病 院� 

26日 赤 モ山ヨ 医 院� 

28日 勝 浦 病 院

⑨日 上 勝 第 �  2d会療所� 
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長三二長長 二 長長 二 長長長
男 男 女 男 男 男 男 女 女 女 女男

若手麻克伸治活l里!順佐裕芳
首Mj 友

宏子彦主主樹 ー 衣子校美宏

夜間救急当番表� 

*平日 午後6筒~翌日午前9時

*休日 午後ア時~翌日午前9B寺
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